
看多機さんしょうでの１日 
グエン・カク・クイ・チャウさん
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看多機さんしょうで常勤の介護職員として働いて 3 ヶ

月が経ちました。業務内容には訪問介護と送迎が含ま

れています。最初は先輩職員と一緒に行動しました。

訪問介護に向かう前に利用者の情報や訪問先のルート

を調べましたが、実際に現場に到着すると、どのよう

にサポートすべきか想像できませんでした。先輩職員

の見学を通じて、利用者の習慣や支援方法を少しずつ

理解することができました。 

                            しかし、一人で訪問や送迎を始めた際には、まだ戸惑    

いがありました。訪問時には家族が介護スタッフに

メッセージを残していることがありましたが、未経験

のため、ただメッセージを読んで戻るだけでした。報

告の際にはリーダーからメッセージにはどのように返

信するかを教わりました。 

 送迎の際には、利用者が行きたがらない場合もあり、    

訪問が長引くと送迎の時間もずれることがあり、焦り

ました。その後、時間のズレが生じた場合には施設と

連絡を取り、サポートを受けることができて、安全が

何よりも重要であり、いつでも冷静に対応することが

重要であると学びました 

                            訪問介護は利用者が自分の慣れた環境で暮らすための    

支援です。現場で予測できない事態が起こることもあ

りますが、訪問を重ねることで利用者の習慣をより理

解し、柔軟なサポートが可能になると思います。 

                            このようにして、訪問介護の経験が私の理解を深め、      

スキルを向上させています。 
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幸樹 
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４月より入職し、 

介護福祉士として働い

ているグエン・カク・

クイ・チャウさん 



 

 

 
 

 

虎の門病院研修医 宮内英行 

本日はお忙しい中研修を行わせて頂きまして誠にありが

とうございました。 

正直なところ以前は、看護小規模多機能型居宅介護は、

他施設と何が違うのか深くは分かっておりませんでした。 

今回その役割や施設の実情、実際の看護・介護の様子を

肌で感じることが出来て、他の施設や病院・在宅とは異

なる、幅広いニーズに応えた重要な立ち位置であると実

感しました。 

今後私も将来的に地元石川県で地域医療を考えておりま

す。在宅看護や看多機は、切っても切り離せないものだ

と思います。 

今回地域に根付いた医療の現状を学べる非常に良い機会

となりました。 

この経験を今後のあおぞら診療所での診療や、将来の地

域医療に活かせればと考えております。 

本日はご多忙の中誠にありがとうございました。 

今後の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

 

デンマーク便り…60 

ラスムッセン 京子 

 
 

全国にもっと専門医を 
専門医の数を増やし、その配置を改善しなければならな

い。約 1,000人の専門医を擁する 

アン＝ルイーズ・ルヴェントロー 

＝ムーリエ会長に医療構造委員会の 

勧告を受けた専門医の将来展望に 

ついて尋ねると、簡潔な答えが 

返って来た。医療構造委員会の報告書では、920 人の専

門医が重要な位置を占めている。 

委員会が、政治家がどのようなモデルを選択するかにか

かわらず、実施されることを望んでいる 6つの勧告のひ

とつは、専門医制度に関するものである。 

デンマーク総合診療医協会（FAPS）会長のアン＝ル

イーズ・レベントロー＝ムーリエ氏は、概して熱狂的で

ある：「全体として、GP が将来の医療制度に何をもた

らすことができるかを考えれば、正鵠を射ていると思い

ます。 

コペンハーゲンで耳鼻咽喉科の専門医を務めるアン＝ル

イーズ氏は、「開業医のネットワークがより広範できめ

細かくなることで、地理的な不平等や医療サービスの全

国的な偏在に対抗することが可能になるでしょう」と語

る。 

全国的な診療計画、特に首都圏は、例えば中央ユトラン

ドや北ユトランドの地域よりも、市民 10 万人当たりの

開業専門医の数が著しく多い。 

委員会はこの状況を変えたいと考え、全国的な診療計画

を提案している。 

専門医協会会長は、健康における地理的不平等を減らす

ことができるとし、このアイデアを歓迎している。 

より広範できめ細かな専門医のネットワークを確保する

ことで、地理的な不平等や全国的な医療サービスの偏在

に対処することができる。 

今日、専門医の数にこれほど大きな差があるのは残念な

ことだと思います。なぜなら、地域によっては医療サー

ビスを受けるために遠距離を移動しなければならないか

らです。 

そのため、全国マップを作成し、全国でどのような診療

計画にするかを決めることは、非常に意味のあることで

しょう。 

しかし、全国的な診療計画は、より多くの専門医の必要

性と表裏一体である、とアン＝ルイーズ氏は言う： 

「それはまた、専門医の教育を促進しその数を多くする

ことを要求しています。 

首都圏に私たちの数は増えましたが、だからといって、

私たちがのんびり座っているわけではありません。その

ほとんどが長い患者の待機者リストを持っているのだか

ら、ゼロサムゲームを作って既存のものを移動させるだ

けというのはどうかと思う。" 

しかし、政治家がそうすることを選択しなければ、全国

で専門医を確保することが難しくなるとは間違いない。 

 

 

今月の屋上太陽光発電量は、 

1120ＫＷｈ 
幸樹会館電力使用量3852KWh 自給率29.07％ 

 
 
 
 

職員募集！ 非営利・働きがいある職場 

看護師・介護職員 

無資格の方もご相談を。資格取得支援制度あり 

問い合わせ： 本部 中野まで 

☎047-701-7550 

研修医の先生の感想 


